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研究成果の概要（和文）： 
発達性読み書き障害は、科学技術・教育・社会問題の広範な領域にかかわり、その支援体制整

備の為には、多様な分野の知識と熟練を総合する事が必要である。本研究は、これらを検出し

総合する方法論の開発をめざした。国として前方視的調査研究を推進する事の必要性を提言し、

特に注目すべき事象やそれらの関連性をふくむ俯瞰図を示した。 
 
研究成果の概要（英文）： 
To create supportive social system considering difficulties to learn reading and writing, 
such as those of developmental dyslexia, strategies to integrate and manage knowledge 
and skills of diverse fields were studied. A national endeavor of cohort studies was proposed 
with precise indication of crucial events and their interrelations. 
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研究分野：社会科学 
科研費の分科・細目：教育学・特別支援教育 
キーワード：学習障害                  
 
１．研究開始当初の背景 
読み書きは学習の基本であり、その習熟が

障害されると、他の学業や子供の健全な心の
発達などに、広く影響を及ぼす危険がある。
神経系の発達過程に起因して読み書き習熟
の困難を生じる発達性読み書き障害は、学習
障害の大きな部分を占め、対応策の整備は、
教育上また社会的に重要な課題となってい
る。 

 
２．研究の目的 

発達性読み書き障害の支援体制を整備す
る為には、様々な自然科学・社会科学の分野
の先端的な研究成果を終結することが必要
である。そこで、次の点をめざした：①支援
のために必要な科学技術分野の特定、②その
研究開発の進展状況の調査、③今後の推進方
法、④研究開発の成果を次段階に転換する方
法の検討、⑤異なった分野の協同を推進方法
の検討。 

多様な分野の研究内容を把握した上で、俯
瞰的な観点から調整・推進する媒介者の行な
う、研究開発の計画・政策設定・運営のあり
方と、活用の仕方を明らかにする。 

 
３．研究の方法 

発達性読み書き障害に関する研究開発の
一次情報の動向を調査した。更に俯瞰的な科
学技術動向を調査し、上記研究と関連する可
能性のある情報を選び、応用の可能性を検討
した。発達性読み書き障害に関する、科学的
根拠に基づいた情報や、行政に関する情報を
発信した。これらを総合して政策提言を行っ
た。会合や講演会を企画・参加を通じ、多様
な分野の研究者・実務者の情報交換や議論、
理解を促進した。 

 
４．研究成果 

発達に関する前方視的研究を国として実
施することが重要であると提言し、特に注目
すべき現象・時期、多様な科学技術上の視点
からの取り組み方、異なった研究・開発のつ
ながりに関して、具体的な俯瞰図を示した。 

この様な取り組みの科学技術史・政策史的
背景を示し、それに基づき、時代変化や地誌
的多様性に応じて、将来の政策を策定する必
要があると提言した。 

文部科学省「情動の科学的解明と教育等へ
の応用に関する調査研究」検討会議に委員と
して情報提供し、提言を行った。 

発達障害への支援体制について、そのビジ
ネスモデルという観点から検討し、情報工
学・医学・教育・社会団体などの共同する場
である発達障害支援研究会にて、モデルの実
践検証をおこなう体制を整備した。 
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